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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・ヒストグラムや代表値の必要性と意味について理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえることを学習している。


○共同追究でのゆさぶり


・いろいろな考えがあるけれど，本当に１つに決められるのか。


○ゆさぶりに対応する経験


・資料の分布の様子に応じて，どの代表値を用いればよいか判断する学習をしている。











≪学習問題≫


本数に違いのあるマッチ箱の中のマッチの本数を表すとしたら，どのように表すのがよいのだろう。








≪定着・活用問題≫
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≪学習問題≫








②見通し: ばらつきのある本数を表すのに，どうしたらいいのかな。


→今まで学習したいろいろな代表値で表してみて，どういう数値を使うのが最もよいかを判断すればよさそうだ。





 





 





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題: 資料の特徴を表すいろいろな値を比べて，マッチ箱の本数を表すのに一番よいと思う本数を求めよう。


 





③個人追究：いろいろな代表値（平均値，中央値，最頻値，最


大値，最小値など）を比べて，どの数値がよいか決める。








④共同追究前半（解法の妥当性の吟味）：


ア 本数に違いはあるけど，ならしたものが平均値（41.4本）だから，平均値に近い４１本がよいと思う。


イ 最頻値が一番多い値だから，会社も４３本作ろうとしているんじゃないかと思うから，４３本がよいと思う。


ウ 最小値が３５本で，最大値が４６本だから，３５～４６本と書けば間違いないから一番よいと思う。


などの求め方を発表させ，妥当性を検討する。











④共同追究後半（思考を深める）


「いろいろな考え方があるけれど，１つに決められるのか」


→「どの数値を代表値にしても，よい点とよくない点がある。一概にこれが一番よいとは言い切れない。」








⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・どの数値を代表値にしても，よい点とよくない点がある。


・何を一番大切にするかで，ふさわしい表し方が変わってくる。





⑥定着･活用問題


○友だちの意見を聞いた上で改めて，マッチ箱の本数を表すのに一番よいと思う本数と，その理由を書いてみよう。








＜本時の展開に当たっての留意点＞


・いろいろな代表値について学んだことを活用する問題であるが，ただ数値を決めるだけでなく，その数値をなぜ選んだか，理由も含めて説明するという一連の活動を大切にする。


・説明し伝え合う活動を通して，どの代表値にもよさと限界があることを知り，何を一番大切にするかでふさわしい表し方が変わってくることを実感を伴って理解できるようにしたい。





【板書計画】








